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加 藤  義 章 氏

株
式
会
社
フ
ジ
カ

い
る
の
は
、ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
3
2
が
、補
助

者
を
配
置
せ
ず
に
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
1
人
作
業

が
可
能
な
機
械
だ
か
ら
で
す
。手
が
空
い
た
1

人
を
新
し
く
設
備
し
た
シ
ュ
リ
ン
ク
機
に
ま
わ

す
こ
と
で
、断
裁
後
の
加
工
部
門
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
が
解
消
さ
れ
、生
産
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
ま
し
た
。断
裁
の
生
産
量
は
、導
入
前
後
3

カ
月
の
平
均
と
比
較
し
て
1
3
0
%
増
加
し
て

い
ま
す
」 と
効
果
を
話
す
。

さ
ら
に
加
藤
社
長
は 「
リ
ス
ロ
ン
G
3
7
P
ア

ド
バ
ン
ス
で
増
え
た
印
刷
量
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
上
に
、人
員
配
置
の
自
由
度
や
効
率
性
の
向

上
を
鑑
み
る
と
、全
体
の
生
産
性
は
5
割
ほ
ど

高
く
な
っ
て
い
る
印
象
で
す
」 と
評
価
す
る
。

ま
た
加
藤
本
部
長
は 「
断
裁
は
完
全
な
手
作

業
で
あ
り
、特
有
の
技
能
や
経
験
が
精
度
に
影

響
し
て
い
た
」 と
導
入
前
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
米
崎
リ
ー
ダ
ー
は 「
フ

ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
サ
イ
ド
プ
ッ
シ
ャ
ー
を

使
用
す
る
こ
と
で
、職
人
ご
と
の
ば
ら
つ
き
が
な

く
な
り
、均
一
な
精
度
が
得
ら
れ
ま
す
」 と
断
裁

の
精
度
を
評
価
。さ
ら
に 「
自
動
断
裁
は
紙
を

回
す
作
業
も
な
い
た
め
、身
体
的
な
負
担
が
大

幅
に
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、A
W
R（
自
動

切
り
く
ず
除
去
機
能
）の
お
か
げ
で
、切
り
く
ず

を
捨
て
る
た
め
に
作
業
を
止
め
る
こ
と
も
な
く

な
り
ま
し
た
。そ
の
時
間
を
指
導
や
気
配
り
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
、常
に
効
率
を
考
え
た
導

線
で
動
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ア

ン
ロ
ー
ダ
ー
の
紙
揃
え
が
非
常
に
良
く
、き
れ

い
に
積
め
る
こ
と
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。と
て
も

良
い
機
械
だ
と
思
い
ま
す
」 と
話
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
も 「
印
刷
機
と
同
様

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
も
ら
え
る

の
で
安
心
で
き
る
」 と
加
藤
社
長
は
評
価
し
た
。

同
社
は
2
0
2
2
年
12
月
に
、
リ
ス
ロ
ン

G
3
7
P
ア
ド
バ
ン
ス
を
導
入
し
て
い
る
。
加

藤
社
長
は 「
仕
事
量
の
増
加
に
伴
い
、
片
面
機

だ
け
で
は
対
応
に
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ン

パ
ス
両
面
印
刷
機
で
あ
る
リ
ス
ロ
ン
G
3
7
P

ア
ド
バ
ン
ス
は
、
従
来
機
と
比
較
し
て
1
時
間

当
た
り
5
割
ほ
ど
高
い
圧
倒
的
な
生
産
性
で

貢
献
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」。
さ
ら
に
加
藤
本

部
長
は 「
A
全
機
は
既
設
の
菊
全
機
と
比
較
し

て
も
刷
版
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
上
、
電
力
消
費

量
も
少
な
く
、
省
エ
ネ
印
刷
を
実
現
で
き
ま

す
。
も
と
も
と
リ
ス
ロ
ン
A
3
7
を
使
っ
て
お

り
、
操
作
性
が
同
じ
な
た
め
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
習
得
も
早
か
っ
た
で
す
」 と
話
す
。
印
刷
部

門
の
片
寄
リ
ー
ダ
ー
は 「
デ
リ
バ
リ
ー
の
フ
ァ

ン
が
細
か
く
調
整
で
き
る
の
で
、エ
ア
調
整
が

容
易
と
な
り
、
安
定
し
て
最
高
印
刷
速
度
1
万

5
0
0
0
回
転
で
生
産
で
き
て
い
ま
す
。
印
刷

中
に
濃
度
を
追
従
す
る
機
能
に
よ
り
、
容
易
に

色
を
安
定
さ
せ
ら
れ
る
の
で
、
経
験
の
浅
い
若

手
も
安
心
し
て
起
用
で
き
ま
す
。
高
品
質
の
印

刷
が
維
持
で
き
る
の
で
、
導
入
し
て
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」 と
評
価
し
た
。

今
後
は
、ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
3
2
の
J
D
F

連
携
機
能
を
活
用
し
て
、
断
裁
の
技
術
伝
承

を
本
格
化
し
て
い
く
計
画
だ
。
加
藤
本
部
長

は 「
面
付
け
デ
ー
タ
か
ら
断
裁
工
程
を
自
動
で

計
算
し
て
、
切
る
順
番
や
位
置
を
ガ
イ
ド
し
て

く
れ
る
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
教
え
る
側

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
育
成
に
か
か
る
時
間
も

短
縮
で
き
る
で
し
ょ
う
」 

と
期
待
す
る
。

最
後
に
加
藤
社
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
お
客

様
の
工
場
機
能
を
補
完
す
る〝
黒
子
〞に
徹
し

て
い
き
ま
す
。頼
り
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

さ
ら
に
自
動
化
や
省
人
化
を
進
め
、生
産
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。ま
た
、環
境
問
題
や
、社

員
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

さ
ら
に
社
会
に
貢
献
で
き
る
会
社
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。K
O
M
O
R
I
に
は
引
き
続
き
機

械
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、品
質
・
生
産
性
・
競

争
力
を
考
慮
し
た
、最
良
の
提
案
を
期
待
し
て

い
ま
す
」 と
語
っ
た
。

紙
の
卸
売
販
売
と
印
刷
加
工
の
受
託
を
事

業
の
両
輪
と
す
る
㈱
フ
ジ
カ
は
、
紙
に
関
す
る

確
か
な
知
見
と
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
経
験
を
生

か
し
、
顧
客
に
最
適
な
用
紙
や
印
刷
加
工
の

提
案
を
行
っ
て
い
る
。

加
藤
社
長
は 「
当
社
が
印
刷
製
造
の
一
端
を

担
う
こ
と
で
印
刷
会
社
様
に
企
画・制
作
に
注
力

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」 と

話
す
。顧
客
の
製
造
を
補
完
す
る
役
割
を
果
た

す
た
め
、こ
れ
ま
で
も
先
行
し
て
設
備
の
充
実
を

図
っ
て
き
た
。今
回
、ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
3
2

を
導
入
し
た
背
景
に
は
、断
裁
士
の
高
齢
化
・
後

継
者
不
足
の
課
題
が
あ
っ
た
。「
お
客
様
に
納
め

る
印
刷
用
紙
の
断
裁
に
加
え
、印
刷
加
工
に
よ
る

断
裁
も
あ
る
た
め
断
裁
量
が
多
く
、断
裁
機
の

使
用
頻
度
が
非
常
に
高
い
の
が
特
徴
で
す
。し

か
し
、断
裁
士
は
職
人
的
な
要
素
が
強
く
、人
材

の
定
着
や
技
術
の
伝
承
が
長
年
の
課
題
で
し
た
」

そ
ん
な
折
、ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
シ
リ
ー
ズ
の

販
売
開
始
の
発
表
を
見
て
、「
自
動
化
や
ス
キ
ル

レ
ス
化
で
き
る
断
裁
機
に
初
め
て
出
会
っ
た
。

ト
ラ
イ
し
た
い
。高
い
精
度
で
断
裁
作
業
を
自

動
化
で
き
る
な
ら
、職
人
の
技
能
を
補
完
で
き

る
の
で
は
な
い
か
」 と
期
待
を
持
っ
た
と
い
う
。

ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
3
2
に
は
、独
自
技
術

で
あ
る
ア
プ
リ
シ
ア
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ

と
ア
プ
リ
シ
ア
ロ
ー
タ
リ
ー
グ
リ
ッ
パ
ー
が
搭

載
さ
れ
て
い
る
。用
紙
を
自
動
で
搬
送
・
断
裁

し
て
い
る
間
に
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
ジ
ョ
ガ
ー
へ

紙
積
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
、1
人
で
の
作
業

が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。加
藤
本
部
長
は 「
以

前
は
補
助
作
業
者
が
必
要
で
2
台
4
人
体
制
で

し
た
が
、現
在
は
既
存
機
1
台
と
ア
プ
リ
シ
ア

C
T
X
1
3
2
の
2
台
を
3
人
体
制
で
進
め
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。そ
れ
が
実
現
で
き
て

ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
3
2
は 

「我
々
に
と
っ
て
未
来
の
断
裁
機
」
と
評
価

リ
ス
ロ
ン
G
3
7
P
ア
ド
バ
ン
ス
と
同
時
期
導
入
の
相
乗
効
果
で
生
産
性
50
%
向
上

　
株
式
会
社
フ
ジ
カ
は
1
9
7
0
年
に
紙
卸
と
し
て
創
業
、現
在
は
印
刷

用
紙
お
よ
び
紙
製
品
の
販
売
と
印
刷
加
工
を
行
っ
て
い
る
。1
9
8
7
年

以
降
、10
台
以
上
の
K
O
M
O
R
I
機
を
導
入
す
る
な
ど
、積
極
的
に
設

備
投
資
を
実
施
し
て
お
り
、2
0
2
3
年
1
月
に
は
新
た
に
ア
プ
リ
シ
ア

C
T
X
1
3
2（
プ
ロ
グ
ラ
ム
油
圧
ク
ラ
ン
プ
大
型
断
裁
シ
ス
テ
ム
）を
導

入
し
た
。
加
藤
義
章
社
長
、執
行
役
員
生
産
管
理
本
部
長
の
加
藤
康
司

氏
、C
D
課
リ
ー
ダ
ー
の
米
崎
敏
満
氏
、生
産
管
理
部
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
片
寄
正
喜
氏
に
、同
機
導
入
の
背
景
と
効
果
に
つ
い

て
、そ
し
て
同
時
期
に
導
入
し
た
リ
ス
ロ
ン
G
3
7
P
ア
ド
バ
ン
ス（
A
全

判
反
転
機
構
付
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷
機
）に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
た
。

代表取締役社長

自
動
化
・ス
キ
ル
レ
ス
化
が
可
能
な

断
裁
機
が  

高
齢
化
・
後
継
者
不
足

の
課
題
を
解
決

断
裁
の
生
産
量
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る

ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
3
2

印
刷
の
仕
事
量
増
加
を

リ
ス
ロ
ン
G
3
7
P
ア
ド
バ
ン
ス
で
対
応

今
後
は
断
裁
の
技
術
伝
承
を
本
格
化

K
O
M
O
R
I
の
全
面
的
な
支
援
を
期
待

AICHI

執行役員 生産管理本部長
加藤 康司 氏
「高齢化した断裁オペレーターの
負担軽減・人材育成のハードル
低下・一貫性のある品質の実現
の全てに応えてくれる機械です」

「リスロンG37Pアドバンスの導入で生産量が増加
 する中で、断裁を含めたスムーズな生産を実現でき
 たのは、アプリシアCTX132のおかげです」

本社 / 愛知県春日井市下条町字南本781
https://www.fujika1970.co.jp/

TEL / 0568-89-3661

◀インタビュー動画はこちら
https://go.komori.com/op221/youtube/fujika/

生産管理部プリンティングチームリーダー
片寄 正喜 氏
「検査装置が目では見えないよ
うな不良も発見してくれます。
より自信を持って、良い品質の製
品をお客様に提供できています」

CD課リーダー
米崎 敏満 氏
「アプリシアCTX 132 では、1時間
当たり1万6000枚、1日トータルで
約13万枚の断裁を実現しています。
生産量は130％増加しています」

生産性、コンパクトな機械サイズ、社内資材の統一や、おおむね共通操作
でオペレーターの柔軟な配置が可能なことなどから、リスロンG37Pアド
バンスの導入を決めた。「一発見当で即本刷り、最高回転での印刷を常に
目指しています。機械の性能もあり、ほぼ実現できています」 （加藤本部長）

「アプリシアCTX132による省人化の効果は、これまでの人員
で新たなシュリンク機導入を可能にし、結果、超短納期案件
の物量を大幅に増やすことができています。工場全体で多
能工化を進める大きな後押しにもなりました」（加藤本部長）

上：1人体制での自動断裁
中：AWR（自動切りくず除去機能）
下：アンローダーによる
　  自動紙揃え

最高回転での印刷




